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結核の患者さんの数は当時調査が行 き届いてはいませんで したが,大体の推定で 1
年間の死亡数の10倍と言うのが定説になっておりましたので,人口10万に対 して2,353
人と言う計算になります.当時は現在程核家族にはなっていませんで したので, 1世




や旅が烈 しい.ざらに啄血する.遂には腸結核で下痢が止 らなくなる.高熱が続 く.
喉頭結核で声が噴れる.のどが痛 くて食物が通 らない.皮膚がすきとおった様に蒼白
くなり,やせ衰えて死んで行 く.現在の末期癌にも匹敵する苦痛が癌よりも長期に亙




私は昭和10年から京都市立宇多野療養所で結核を勉強 しておりま したが, たしか
200に充たないベッド数であるのに, 当直の夜に死亡診断書を書かない方が少ない様











第 1回の講演会は同年10月22日楽友会館で開かれました. その時の記録を見 ます
と,特別講演の木村廉教授を始め,後に京大結研教授から金沢大学教授に移 られた佐












算の関係で流れるらしい.駄 目になるらしい｣ と言 う情報が伝えられました.勿論当
時の私などの耳にははいって参 りません.後 日耳にしたことで したが,研究所が出来
るか出来ないかの土壇場で,当時の医学部第-内科の井上硬教授と県立尼崎病院の沼




























































は遂に帰 っては来 られませんで したが,ボツボツと若い方が労れ切 った顔で復員され
て来 られました. しかし物資の窮乏は甚だ しく,食うものにも事を軟 く始末で,何 も
かも足 りません.例えば病舎のまわりも草ぼうぼうで,患者さんが蚊の大軍に悩まさ












岩井先生の思い出は今から約60年前に遡 ります.私は昭和 5年に松尾内科へ入局 し
たのですが,その頃,今の放射線科,当時の中央 レントゲ ン室の主任を務めておられ
たのが岩井助教授でありました.その頃までの肺結核の診断方法 と言えば,今から見





も付 きません.健康人でも右肺尖はや 短ゝで,わずかに呼気が鋭利延長 している様に
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感 じられてならないのです.その内に胸のレントゲ ン写真をどんどん撮る様になって,















さて,終戦後間もなく,アメ リカに ｢ス トレプ トマイシン｣という注射薬が出来て
いて結核に効 くそうだといううわさが流れて来ました.その内実物が手にはいる様に
なりました.注射 して見ますと,熱が下 ります.た しかに何かに効 くらしいが,ほん
とうに之で肺結核が癒るものなのかどうか,何分闇の値段が随分高かったので充分に
使えません.果 して結核の化学療法剤なのか半信半疑で見守っていました.
それまでにも結核化学療法剤なるものは時々出現 してはい ま したが,多 くの専門家
の考は ｢結核の特効薬｣の可能性そのものに対 して否定的で した.まだ戦争中の事で
したが,阪大の佐多教授と言 う高名な結核病学者が京都での講演で ｢私は,それまで
立派な学者だと認めて来た人が結核の治療薬を研究されていると聞くと,あ 之ゝでこ
の人 も評判を落すのかと気の毒に思 うのを常としている｣ と言われたのを感銘深 く聴
いたことがあります.つまり結核の薬を探す研究其自体がうさん臭 く見 られる風潮が
あったのです.
しかし,その内に ｢ス トレプ トマイシン｣がたやす く手にはいる様になり,大量に
使 って見ますと,やはり結核菌に効いているらしく思わざるを得なくなりま した.只,
この薬で肺結核が完全に治るかどうかは心許ない気がしました.一時は良 くなるが,
後 日ふたたび悪 くなるものがざらに出て来ます. しかし之は後から考えると,薬剤の
1991年 3月 - 7-
耐性出現によるものでありました. ｢ス トレプ トマイシン｣はまさしく結核の化学療
法剤でした.結核の化学療法と言 うものは斯う言 う効 き方をするものだと言 うことを
逆に ｢ス トレプ トマイシン｣から初めて学んだ様にさえ思われました. ｢ス トレプ ト
マイシン｣と言う薬が遠い将来に使われなくなる時が来ましょうとも ｢結核に化学療
法が効 く｣ ことを始めて立証 した ｢ス トレプ トマイシン｣を作 ったワークスマンの名







のと見るべきで,発育 しっ ゝある結核菌は非抗酸性である｣と言 うもので,当時の学
会に大きな波紋を巻き起 しました.後年先生の御研究は療菌にまで進み,関係学会に
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深 く憶えていることは, 私が ｢結核化学療法の進歩に係 らず肺結核は根治 しないの
に,喉頭結核や腸結核が殆ど無 くなったのは何故で しょうか?｣と尋ねた時, ｢元来
粘膜の結核は癒 り易いのです.其が癒 りにくかったのは引続いて結核菌がはいって来
たからで しょう｣ と明快に教えて頂いたことで した.家森さんの後任に迎えられたの
が細胞化学の高松英雄さんです.
神戸-変 られて後の話になりますが,昭和32年の日本結核病学会総会で,隈部さん


















と推察 しますが,今から考えれば,確かに遠い将来を見越 して ｢研究所は医学部病院
から離れた場所では将来の発展に不利である｣と断を下されたことと思います.もし





以上,研究所創設初期の頃を回想 して参 りましたが,最後に,私が主に勉強 して来
ました結核化学療法の思い出を少 しばかり付け加えることをお許 し願いたいと思いま
す.
｢ス トレプ トマイシン｣にはじまって, 昭和25年に ｢パス｣,昭和27年に ｢INH｣
と,次々と抗結核化学療法剤が出現 しましたが,終始私が受けている印象は ｢肺結核




｢ス トレプ トマイシン｣の効果の補強に ｢パス｣を使うことはアメ リカに始まりまし
たが,再化学療法の ｢INH｣の併用薬として ｢サルファ剤｣を使って見た私共の試は
そう言 う意味の工夫の一つでありました.その後,初回化学療法の強化に ｢ス トレプ
トマイシン｣･｢INH｣･｢パス｣三者併用が主軸を占めるに到 りましたが,其でも暗疾
中結核菌の100%培養陰性化は到底達せ られませんで した.之を何とか100%に持 って
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三者併用で同 じく啄疾中結核菌培養陰性化 100% 達成に一応は漕ぎ付けました. しか
し,どちらも多数例のデータを集めるには至 らず,年を経ての再発例の検討 も出来な
いま ゝに研究の場を退きました.




が少なく,勝れた術式 と思いますが, 症例を殖 して行 きますと, やはり100%陰性化










多 くは療養に倦きて自分から退院 して行 きます.その人の将来と,周囲の人の将来を
考えると暗然とならざるを得ません.
勿論, 以前の ｢ス トレプ トマイシン｣･｢INH｣･｢パス｣の三者併用法時代に比べる
と,再発例は格段と少ないのは事実でありますけれども,私が最初から強 く感 じてい
る ｢肺結核は化学療法によって明かによくなるが,後 日悪化するものが出て来る｣ と
いう現象は今だに完全には払拭されていないのを痛感するのであります.
この病院だけが吹きだまりの様に不幸な患者さんが集 って来るのか も知 れません
が,初回強化化学療法で完全に癒 してあげたと信 じておられる先生方に,斯様な病院
のあること,打つ手が無 くて手を披いて見送っている医師のいることを是非知ってお
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それにつけても,若 し ｢ス トレプ トマイシン｣が発見されていなかった らと,ふと




然 し,自分自身を振 り返 って見ますと,結核の化学療法時代とも言うべき時期に運
良 くもその勉強を していながら,枝葉末節の工夫に終始 し,肺結核の再発絶無をかち
とることの出来なかった自分白身の不甲斐無さを恥 じ入 らざるを得ません.
以上 くどくどと昔話を述べて参 りましたが,思い出が徒に感傷に止 っていては意味
がありません.先に歩いた者の成功や失敗は若い皆様の未来の跳躍の踏切台となって
こそ生きるものであります.そして之を生かすのは皆様であることを特に声を大にし
て申上げて私の思い出話を終 ります.最後にこの機会を与えられました研究所の皆様
と,古い資料を教えて下さいました方々に厚 くお礼を申し上げます.
御静聴有難うございました.
(平成 3年 2月2日)
創立50周年を迎えて,京都大学胸部疾患研究所 (大島駿作所長)は,平成 3年2月2日午後3時から京大
会館において,学内外からの関係者300余名のLPJ席のもとに,記念講演会,記念式典及び祝賀会を挙行し,
併せて ｢50年の歩み｣を記念出版いたしました.記念講演として内藤益-名誉教授にお話しいただいた ｢胸
部疾患研究所初期の頃の思い出｣の内容を御執筆いただき掲載いたしました.
